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　KEKでは次期光源開発のためにERL実証器の建設が計画されている。ERLでは従来の加速
器で使用されてきたビーム診断のためのシステムでは不十分であり、新たな診断手法、システム
の開発が不可欠である。そのためERLビーム診断開発グループを立ち上げ、検討を開始した。
ここでは、先行して開発されたSRビームを用いたいくつかのビーム診断装置について紹介する。

　ERLにおいては診断すべき横方向のビームサイズは現在ストレージリングで実現されている最
小のビームサイズとほぼ同程度であるので、ビームサイズの評価については現在の放射光干渉
計がそのまま使用できるであろう。通常のストレージリングと全く異なるのは、縦方向のビームサ
イズ、すなわちバンチ長で、１００ｆｓ程度のショートパルスが可能となる。従来バンチ長の計測は、
主にｐｓ時間分解能を有しているストリークカメラの独断場であったが、新たな方法の導入も含め
て考える必要がある。また一風変わったところでは、ビームの周りにくっついてくるハローがビー
ムロスの原因となるので、放射線シールドの立場から、このビームハローを除去する必要がある。
これについても中心にいるビームのピーク強度に対して、10-6から10-7の弱い強度を持つ大きく
広がったハローを観測する必要がある。従来この手のビームハローは陽子加速器では重要であ
りワイヤースキャナーなどが観測のために開発されているが、１０－５程度のダイナミックレンジし
か達成されていない。これらのビーム計測上の問題を解決するために、KEKではERLの計画に
先駆けてSRモニターの開発が行われてきたので紹介する。

可視域の放射光を用いて１００ｆｓレンジのショートパルスを計測する方法はいくつか考えられるが、
ひとつはｆｓ時間分解能の特殊なストリークカメラの応用が考えられる。この方法は単発で計れる
メリットがあるが、現在達成されている時間分解能は２００ｆｓ程度で多少不十分なように思われる
が、ショートパルスを生成するまでの過程のダイナミッカルな測定としては有望である。ERLから
の放射光は一次インコヒーレントであるので、通常fsレーザーで使われている自己相関計は利
用できない。他方で、強度干渉計は一次インコヒーレントなパルスのエンベロープを測定するこ
とが出来、時間分解能も原理的には干渉計の分散によるリミットが支配的であるので、一次イン
コヒーレントなERLよりの放射光パルスの時間長を測定するのに適している。そこで我々は強度

干渉計によるバンチ長測定法の開発をおこなった。

１０－６　程度の弱い強度を持つビームハローは通常のイメージングシステムでは回折によるバッ
クグラウンドが１０-２程度存在するので観測できない。そこで我々はこの弱いビームハローを観測
するために、太陽コロナを観測する特殊な望遠鏡であるコロナグラフの原理を応用することを試
みた。コロナグラフは望遠鏡内で人工的に日食を起こし、１０－５程度の強度を持つコロナを観測
するために開発された再回折光学系を持った望遠鏡である。我々はこの再回折光学系を持つ
イメージングシステムを加速器用に開発し、ビームハローの観測に成功した。バックグラウンドレ
ベルは可視放射光を取り出すための金属Be鏡のからの散乱が主で、６ｘ１０－７まで減らすことが
出来た。

当日はこれらのERL用に開発した特殊なSRモニターのデバイスについて紹介する。


